
令和 2 年度 第 2 回 豊中市上下水道事業運営審議会 

 

【日時】 令和 3年（2021 年）1 月 15 日（金） 14 時 00 分～ 

【場所】 豊中市上下水道局庁舎 ４階 会議室 

 

次 第 

 

１．「第２次とよなか水未来構想」の改訂について  

 

２．「第２次とよなか水未来構想」に基づく取り組みについて 

  ○新たな料金・使用料水準及び体系の検討 

 

３．その他 

 

 

＜資料＞ 

【資料１】第２次とよなか水未来構想（改訂版）〈素案〉 

【資料２】新たな料金・使用料水準及び体系の検討について 

【補足１】新旧対照表（第２次とよなか水未来構想） 
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新たな料金・使用料水準及び体系の検討について

2021.1.15
豊中市上下水道局

令和２年度 第２回 上下水道事業運営審議会 資料２

豊中市上下水道局キャラクター

アクッピー
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はじめに ～新たな料金・使用料水準及び体系の検討の位置づけ～

• 「新たな料金・使用料水準及び体系の検討」は、第２次とよなか水未来構想のめざすべき将来像5「次世代につなげる
ために経営基盤を強化します」の１つに位置づけられています。

第２次とよなか水未来構想（2018年度～2027年度）

将来像１ いつでも安心して
利用できる水を供給します

めざすべき将来像

将来像４ 環境にやさしい事
業を展開します

将来像２ 快適な暮らしとま
ちづくりを支えます

将来像５ 次世代につなげる
ために経営基盤を強化します

将来像３ 災害に強い上下水
道を構築します

将来像６ お客さまに満足し
ていただける事業活動を実施
します

5-1 財政基盤の強化

5-2 新たな料金・使用料水準及び体系の検討

5-3 経営資源 “ 人材 ” の確保
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料金・使用料の改定に係るスケジュール

 財政シミュレーションの更新により、料金・使用料の予定改定時期は後ろ倒し。但し・・・

• 料金・使用料の改定作業は専門的、かつ、複雑であること

• 人事異動等により、過去の検討過程や料金・使用料改定の考え方が適切に引き継がれないおそれ

⇒ 「豊中市料金・使用料算定の手引き（仮称）」を作成し、将来の改定に備える

料金・使用料
改定※

令和4年度以降令和3年度令和2年度

財政SIM更新

料金・使用料改定
論点の整理開始

料金・使用料改定
論点の検討完了

新たな料金・使用料水準
及び体系の検討

新たな料金・使用料水準
及び体系に基づくSIM

手引き
（骨子）

手引き
（初稿）

更新

手引き
（見直し版）

改定作業を
踏まえた見直し

＜料金・使用料改定に係るスケジュール＞

※R2年度の財政SIM更新により、
水道事業がR5年度に赤字見込
みとなっている

※今後の実績や財政SIM更新等
で、実際の料金・使用料改定時
期は変動する

各論点の検討
※今年度一部論点につ

いて先行で検討を開始

作成

現時点
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料金・使用料の改定に係る論点－マッピング－

固定費
※

※ 料金・使用料で回収すべき固定費に、将来の更新投資負担分をどれくらい上乗せするか ⇒ ③資産維持率

変動費

損益分岐点
（料金＝コストとなるところ）

②逓増度

従量料金

基本料金

①基本料金と
従量料金の
バランス

＜料金・使用料のイメージ＞

金額

水量

実線：料金
破線：コスト
赤字：論点

＜料金・使用料体系の論点－料金・使用料表の形をどうするか－＞

基本料金と従量料金のバランス（上図①に該当）

逓増度（上図②に該当）

資産維持率（更新投資の財源、上図③に該当）

論点１

論点２

論点３

＜料金・使用料水準の論点－料金・使用料をいくらにするか－＞

料金・使用料を区分水量毎に何％改定するか論点４

本図は概念を説明するためのイメージであり、実際の使用水量に基づく徴収金額等の実態を表したものではありません
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料金・使用料の改定に係る論点一覧（水道事業）

大項目 小項目 概要

A.基本情報 料金算定期間 「水道料金算定要領」、他団体事例等を踏まえて検討する（概ね3年～
5年とされている）。

B.総括原価の算定 償却対象資産 資産維持費算定の構成要素。遊休資産等の将来の更新が見込まれない
資産を除く。

資産維持率 資産維持費算定の構成要素。「水道料金算定要領」では3％が標準とさ
れているが、実際に資産維持率を設定している団体では3％を下回ってい
ることが多い。

償却対象資産の部門別帳簿価額 原価の需要家費・固定費・変動費への分解は、発生部門の比率で行う。
そのため、各費目について部門別の発生額を把握し、配賦基準を算定する
必要がある。各費目の部門別金額

需要家費・固定費・変動費の区分

原価控除項目 手数料等の給水収益以外の収入であり、総括原価から控除する。

C.総括原価の配賦 浄水場施設能力、１日最大給水量、１日平
均給水量の推計値

固定費の配賦基準を算定するために必要な基礎データ。

固定費の配賦基準 「水道料金算定要領」では固定費の配賦基準が4パターン示されており、
各事業体において適した方法を選択する必要がある。

D.需要予測 料金算定期間前年度の口径別・水量区画別
の調定件数及び有収水量

需要家費・固定費・変動費を準備料金と水量料金に配賦する。
配賦にあたっては、調定件数、水量、メーター購入価格及び補正係数等を
使用し、準備料金は1件あたり、水量料金は1㎥あたりの月額を算定するこ
とで新たな料金表が作成される。

E.料金算定 メーター購入価格（口径別）

補正係数

逓増度
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料金・使用料の改定に係る論点一覧（下水道事業）

大項目 小項目 概要

A.基本情報 使用料算定期間 「下水道使用料算定の基本的考え方」、他団体事例等を踏まえて検討す
る（概ね3年～5年とされている）。

B.排水需要の予測 排水需要の予測 過去の実績等に基づき使用料算定期間の排水需要の予測を行う

C.使用料対象経費
の算定

公費負担とすべき経費の控除 「基本的考え方」に記載の雨水にかかる経費と汚水にかかる経費の区分基
準に従い、公費負担とすべき経費の範囲を検討する

その他控除額 手数料等の使用料収入以外の収入や国庫補助金等（汚水にかかるもの
に限る。）にかかる長期前受金戻入相当額は原則控除する。

資産維持費 資産維持費の算出方法は、「基本的考え方」に計算方法が例示されてい
るが、上水のように償却資産をベースに資産維持率を乗じる計算方法を検
討している他団体事例もある

各費目の部門別金額 経費の需要家費・固定費・変動費への分解は、発生部門・科目毎に定め
られているため、部門別・科目別の発生額を把握し、分解基準に従い区分
する必要がある。需要家費・固定費・変動費の区分

D.使用料対象経費
の配賦

固定費の基本使用料部分と従量使用料部分
の配賦比率

「基本的考え方」の例示どおり基本使用料部分を30%とするか、他の合理
的な比率とするかを検討する

基準需要量・変動需要量・処理能力 固定費の従量使用料部分を各水量区分に配賦するために必要な基礎
データ

E.料率の設定 モデル単価 需要家費・固定費・変動費を基本使用料と従量使用料に配賦する。
配賦にあたっては、調定件数、水量区分毎の水量等を使用し、基本使用
料は１件あたり、従量使用料は１㎥あたりの月額（モデル単価）を算定
する。
従量使用料は、モデル単価から水量間差や従量使用料収入との差をふま
えた調整率を使用して新たな料率表が作成される。

調整率
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料金・使用料の改定に係る具体のプロセス

 料金・使用料の算定方法・手順を示すものとして以下が存在

• 「水道料金算定要領」（日本水道協会）

• 「下水道使用料算定の基本的考え方」（日本下水道協会）

• 「水道料金改定業務の手引き」（日本水道協会）

 内容は専門的かつ複雑であり、論点も多数存在

⇒ 「料金改定ツール（Excel）」を用いて必要なデータ等を整理

総括原価

需要家費

固定費

変動費

準備料金

水量料金

基本料金

従量料金

料金・使用料算定プロセスイメージ

Step.1

総括原価の算定

Step.2

総括原価の分解

Step.3

総括原価の配賦

Step.4

料金の算定

Step.2

総括原価の分解



【論点①】基本料金と従量料金のバランス

【使用データ】

 調定データ

【データの前提】

 従量料金：調定水量から区画別の水量を算出し、単価を乗じる

 基本料金：調定データの金額をそのまま使用

 料金体系が異なる「湯屋」「臨時」等、一定のデータを除いた上で分析を実施している
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基本料金・従量料金の考え方

【基本料金・従量料金の考え方（総務省）】

方向性 メリット デメリット

基本料金
比率を高める

水需要の増減に収入が影響されにくい料金体系となり、
企業経営を安定的に行いやすくなる

少量利用者の負担が重くなる
（但し、基本水量を10㎥から5㎥に見直すなど少量利
用者負担を軽減する事例もある）

従量料金
比率を高める

段階別逓増料金の場合、多量使用の抑制を図ること
ができる

水需要の増減が収入に影響されやすい料金体系となり、
水需要が減少しているときにおいては急激に経営が悪
化するおそれがある

⇒ 豊中市の現状はどうか？

＜全国の考え方＞

 従量料金制度を採用している事業体における、従量料金割合の平均値は約７割

 水量減少の背景の中、基本料金の割合を増加させる改定を実施する事業体もある

（出典：日本水道協会「水道料金制度に関する調査結果について（H21～H25）」）

（出典：総務省公表資料を参考に作成）
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基本料金と従量料金のバランス分析

 水道・下水道ともに、全国平均よりもやや従量料金割合が高い。

 特に51㎥以上の区画における従量料金割合が高く、後述の「利用状況の分析」結果から、大口利用者の料金収入への影響が大きいことを
踏まえると、今後の水量減少に対して脆弱な料金体系になっていると言え、基本従量バランスに係る最適割合の検討が必要である。

基本料金 64%

基本料金
27%

基本料金
33%

従量料金 36%

従量料金 73%

従量料金 67%

従量料金 92%

従量料金 99%基本料金 1%

従量料金 99.6%

従量料金 99.9%

基本料金 0.4%

基本料金
0.1%

基本料金 8%

【2019.10~2020.9】

基本料金
27%

従量料金 73%

水量区画ごとに分解

＜基本従量バランス＞

水量区画ごとの
収益構成

基本料金 62%

基本料金
28%

基本料金
29%

従量料金 38%

従量料金 72%

従量料金 71%

従量料金 76%

従量料金 94%基本料金 6%

従量料金 98%

従量料金 99%

基本料金 2%

基本料金 1%

基本料金
24%

【2019.10~2020.9】

基本料金
26%

従量料金 74%

水量区画ごとに分解

＜基本従量バランス＞

水量区画ごとの
収益構成
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（参考）豊中市の料金・使用料表

• 21～50㎥及び501～1,000㎥において上下水道事業間の区画に差異あり
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【論点②】逓増度
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逓増度の考え方

【逓増型料金制度の考え方（厚労省）】

逓増型料金制度の検証

① 固定費と変動費の割合に適合した、将来を見据えた料金体系へ、利用者の影響を抑制しつつ、事業実態に応じ
た検討が必要

② 水需要減少傾向の現状にあって、従来からの逓増性料金体系についても、緩やかな見直しが必要
③ 地下水等の自己水源を利用する企業等への料金賦課方法について、経営的観点での対応が必要

＜全国の考え方＞

 水道では、逓増性を導入している事業体は、全国で約８割
そのうち、約７割が４倍以内（下水は統計データはない）

⇒ 豊中市の現状は？

（出典：日本水道協会「水道料金制度に関する調査結果について（H21～H25）」）
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逓増度 近隣中核市比較

【比較対象】

• 近畿２府４県の中核市

【逓増度の計算方法】

• 1㎥あたり最高単価÷1㎥あたり想定最小単価※

※想定最小単価 ＝（口径20㎜の基本料金＋10㎥使用した時の従量料金）÷10㎥

• 水道事業における逓増度は、近隣中核市の中で最も高い水準となっている。

【水道事業】

（出典：令和2年12月時点の各団体HP情報から算出）
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逓増度 近隣中核市比較

• 下水事業も同様に、逓増度が近隣中核市の中で最も高い水準となっている。

【下水道事業】

（出典：令和2年12月時点の各団体HP情報から算出）

＜奈良市について＞

・奈良市が逓増度0.89と1を下回っている。

・これは、元々従量単価が一律（逓増度なし）だったことに加え、令和2年度の使用料改定により基本使用料を導入したことによる。

1㎥あたり最高単価＝124円（一律従量単価）

想定最小単価＝（基本使用料150円＋ 124円×10㎥）÷10㎥ ＝139円

逓増度＝124円÷139円＝0.89



Page 15

豊中市の料金体系の特徴と今後の対応

（豊中市水道70年記念誌より）

 豊中市に逓増度が導入されたのは昭和50（1975）年8月の料金改定

 当時、高度経済成長による人口急増（水需要の急増）、その後のオイルショックによる経済情勢の悪化、府営水道
の値上げ等、水道事業を取り巻く状況は非常に厳しかった

⇒ 経営健全化のため水道料金の適正化が待ったなし

 ①使用水量区画別料金による逓増性の強化、②小口需要者を主とする生活用水にかかる料金の抑制を基本とし
て料金改定を実施

（出典：豊中市水道70年記念誌）

（出典：豊中市水道70年記念誌）

値上げによる生活用水への影響
を最小限に抑え、かつ、大口使用
者の使用水量を抑制するという考
え方から、現行の料金・使用料体
系の採用に至っている。

今後は「人口減少・節水型社会」
に対応するための緩やかな見直し
が必要
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【論点③】資産維持率
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資産維持費とは

資産維持費 ＝ 水道施設の計画的な更新の原資として内部留保すべき額

＜資産維持費について＞
 減価償却は、「また同じ施設を更新するため」に最低限のおカネを貯めておく考え方
 しかし、団体によっては減価償却留保分が起債の償還に充てられている事実もおり、将来の建設改良費等が十

分に賄えていない事実もある
 将来の建設改良費等に対応するため、かつ、今後の財政的基盤を強化するため、財源戦略を再考する必要
 これまで資産維持費の内容が明確にされていなかったため、改正省令上で明確化された。

（出典：厚労省公表資料）
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水道事業における資産維持費の状況

（出典：令和元年8月 総務省自治財政局公営企業課「料金のあり方(説明資料)」）

• 平成29年度に実施された国の調査では、およそ6割の事業者で資産維持費が算入されていない状況となっている。

• また、資産維持率については、7割以上の事業者が標準的な水準である3％未満を設定している。

• 豊中市においても、将来の更新投資を可能とするための“資産維持費”を検討する余地がある
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改定検討に必要な利用状況分析

【使用データ】

 「調定集計表（口径別）」
 「調定実績表（用途水量区画別） 」
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水量区画別分析（水道事業）

水量区画別の調定戸数割合

(2019.10~2020.9)

水量区画別の調定料金割合

(2019.10~2020.9)

• 戸数ベースでは、20㎥以下の利用者が全体の70％以上を占めているが、料金ベースでは35%ほどに減少している。

• これは、現行の高い逓増度により、大口利用者の料金収入に与える影響が大きいことを示している。
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水量区画別分析（下水道事業）

水量区画別の調定戸数割合

(2019.10~2020.9)

水量区画別の調定料金割合

(2019.10~2020.9)

• 戸数ベースでは、20㎥以下の利用者が全体の70％以上を占めているが、料金ベースでは36%ほどに減少している。

• これは、現行の高い逓増度により、大口利用者の料金収入に与える影響が大きいことを示している。
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水量区画別分析 経年比較（水道事業）

• 新料金システム移行後の2018年10月～
2019年9月、2019年10月～2020年9
月の2年分のデータを用いて経年比較分析
を実施した。

※来年度以降、年度単位（4月～3月）
の分析に切り替える予定である

• 「501㎥～」が減少しているのは、コロナの影
響で大口利用者の使用水量が減少し、区
画が下がったことが原因である。

• また、大口の一つである豊中病院が2020
年6月以降地下水を利用しており、毎月
5,000㎥ほど使用水量が減少していることも
影響している。

• 大口利用者は前述のとおり料金収入への
影響が大きいことから、引き続き今後の動向
を注視していく必要がある。
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水量区画別分析 経年比較（下水道事業）

• 新料金システム移行後の2018年10月～
2019年9月、2019年10月～2020年9
月の2年分のデータを用いて経年比較分析
を実施した。

※来年度以降、年度単位（4月～3月）
の分析に切り替える予定である

• 水道と同様の理由で、「501㎥～」が減少
している。
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おわりに

 料金収入への影響が大きい大口利用者ほど
従量料金比率が高く、今後の水量減少に対
して脆弱な料金体系になっている

基本料金・従量料金
バランス

これまでの取組みで見えてきた主な課題

 水道事業・下水道事業ともに、近隣中核市
の中では最も逓増度が高い逓増度

 将来の施設更新を見据えた必要額を資産維
持費として設定できていない資産維持費

今後の方向性

 安定的な収入確保に向けて、今後の水量減少を
踏まえた基本・従量バランスを検討

 利用者間負担の公平性や今後の水需要(特に
大口利用者)について検証を行い、逓増度の緩や
かな見直しの必要性について検討

 総括原価の算定及び将来シミュレーションの実施
結果を踏まえ、将来の施設更新のための資産維
持費を検討

 水需要の減少、大口の地下水移行等により
従量単価の高い区画での水量が減少利用状況

 料金・使用料表の区画の見直しや逓増度の見直
しに加え、地下水移行の対応を検討

「豊中市料金・使用料算定の手引き（仮称）
」を作成し、めざすべき将来像を実現させるため
の新たな料金・使用料水準及び体系を構築





  



  





  


